
　近代日本における幼年童話の創始者、「日本のアンデルセン」と讃えられ
た。本名は廣助。
　少年期より短歌などの文芸に親しみ、県立米沢中学校時代も多方面に文才
を発揮した。1914年（大正3年）、生家破産の悲運の中、学資のあてもなく
早稲田大学へ進学し、『萬朝報』の懸賞小説に短編小説『零落』などが入選
する。1917年（大正6年）、「大阪朝日新聞」の懸賞新作お伽話に『黄金の

稲束』が一等入選したのを機に、児童雑誌『良友』から童話を発表するようになる。翌年、小説『途暗し』で北村透
谷賞を受けるが、童話作家を志す。
　広介は生涯1,000編を超える童話・童謡作品をのこしたが、童話作品を自ら「ひろすけ童話」と称した。その詩人
的な資質からメルヘン的な空想を、幼い子どもにもわかりやすく、しかもリズミカルな文章で文学性豊かにうたいあ
げ、大正から昭和前期にかけて幼年童話の第一人者とみなされるに至った。代表的な作品としては「花びらのたび」
や「むく鳥のゆめ」、「りゅうの目のなみだ」、「泣いた赤おに」などで、いずれにも人間を本質的に善意に満ちたも
のと考える広介の思想が現れている。
　1989年（平成元年）、高畠町に浜田広介記念館が開館。2000年（平成12年）、記念館敷地内に広介生家が移築・復
元され、後にひろすけホールも新設された。
　昭和47年11月、高畠町名誉町民（第１号）となる。

童話作家　東置賜郡高畠町（旧屋代村）生まれ
1893年（明治26年）～1973年（昭和48年）

濱田広介濱田広介
近代編⑤近代編⑤

（掲載については、山形県立図書館及び浜田広介記念館所蔵の写真・文書を参照）
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国 税 局 人 事 異 動 発 令
－－ 米沢税務署　人事異動 －－

着 任 の ご あ い さ つ
　米沢税務署長　白田　正広

　このたび、７月の人事異動で米沢税務署長を拝命しました白田でございます。
　米沢税務署の勤務は初めてですが、出身は寒河江税務署管内の朝日町で同じ山形県人ですので
どうぞよろしくお願いいたします。
　前任は、仙台国税局税務相談室（盛岡サテライト）で主任税務相談官として電話相談事務に従
事しておりました。

　ご承知のとおり、税務署への電話は自動音声により御案内しており、「２」番を選択していただくと税務署へ直接
つながり、一般的な相談として「２」番以外の番号を選択していただいた場合は、全て仙台国税局税務相談室（電話
相談センター）の担当者へつながることとなります。
　今年の確定申告期は、東日本大震災への対応として、大阪国税局に電話相談のサテライトオフィスを開設し、大阪、
広島、高松、熊本の各国税局及び沖縄国税事務所の職員が１日平均約50名体制で仙台国税局管内納税者からの電話相
談に対応するという支援を受けました。言葉の「壁」は多少あったようですが、皆様の御支援のおかげもあり、平成
23年分確定申告の電話相談事務が無事に終了いたしました。
　なお、米沢には避難されている方が多数おられますので、平成24年分の確定申告に関しても被災された方々に十分
配慮した運営を行いたいと考えております。
　米沢法人会の役員並びに会員の皆様方には、平素から税務行政の円滑な運営に対しまして、深い御理解と格別な御
協力を賜っておりますことを、心から感謝申し上げます。
　米沢法人会におかれましては、昭和56年に社団法人となり、今年で31年目を迎えられるとともに、平成２年以来22
年間にわたり70％以上の高い組織率を維持されていると伺っております。これは全国的に見ても大変稀有なことであ
り、いかに日ごろから会員の皆様のニ一ズにあった事業活動を活発に展開されてきたかを伺い知ることができます。
　また、地域に密着した「社会貢献活動」にも積極的に取り組まれておられるなど、その幅広い活動は、地域社会か
らも高い評価を得ていると伺っております。
　内藤会長様はじめ歴代の役員の皆様の御尽力と会員の皆様方の御熱意に対しまして、深く敬意を表する次第であり
ます。
　なお、今年度は、公益社団化に向けた最後の年となりますので、国税局の担当者とともに事務局の皆様の支援をさ
せていただきたいと考えております。
　さて、税務行政を取り巻く環境は、少子・高齢化問題や経済のグローバル化・ＩＣＴ化により大きく変化しており
ます。
　こうした中で、国税庁の使命（納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する。）を達成するための
任務のひとつであります「内国税の適正かつ公平な賦課及び徴収の実現」を着実に果たしていくためには、限られた
人的・物的資源の効果的・効率的な活用に心掛けながら、メリハリのある行政を進めていくとともに、納税者の皆様
のより一層の利便性の向上を図っていく必要があり、そのためには、私どもが現在取り組んでおりますe－Tax等の
ＩＣＴ化の推進と４年目となりましたが内部事務一元化への取組が非常に重要であると考えております。
　e－Taxにつきましては、米沢法人会の皆様の御理解と御協力を賜り、当署における利用割合は、仙台国税局管内
でも非常に高いものとなっております。
　当署といたしましては、引き続き、皆様の利便性向上のためe－Taxの普及拡大に積極的に取り組んでいく所存で
ございますので、法人会の皆様におかれましても、更なる利用促進について御理解と御支援を賜りますようよろしく
お願い申し上げます。
　ところで、米沢税務署では、庁舎耐震補強工事の実施に伴い、現在、庁舎隣の米織会館２階・３階を「仮庁舎」と
して執務しておりますが、本年中に耐震工事が終了する予定となっております。この間、来署される皆様には何かと
御不便をおかけしておりますが、重ねて御理解と御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、米沢法人会のますますの御発展と、会員の皆様方の御繁栄並びに御健勝を心からお祈り申し上
げまして、私の着任の挨拶とさせていただきます。
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　総務課長　結城　美枝

【一言】着任して早々の夕暮れ時、帰
り道に「愛宕の火祭り」の松明行列に
出会いました。沿道の人たちと一緒に
祭りをみて、なぜか心が落ち着きまし
た。歴史と伝統を受け継ぎながら、工
業・商業ともに発展しているこの地
で、地域の方から支えられて仕事をし

ていくのだと実感した瞬間でした。
　管内のオピニオンリーダーである法人会会員の皆様から
のご意見をお聞かせいただき、与えられた職務を遂行して
いきたいと思っています。米沢法人会は組織率も高く、青
年部会、女性部会とも活発に活動を行っていると伺ってい
ます。
　今後とも税務行政にご支援をいただきますようよろしく
お願いいたします。

法人課税部門　統括官　菅原　　守

【一言】山形県内の勤務は、平成６年
の山形署以来18年ぶりとなります。
　昨年は、国税局法人課税課源泉所得
税係で税務署の指導を担当しておりま
した。
　米沢署での勤務は初めてですが、歴
史と伝統のある米沢の地で勤務できる

ことを大変うれしく思っております。管内には、名所旧跡
や美人の湯でも知られる温泉など多数あると伺っておりま
す。是非、機会を見つけて満喫させていただきたいと思い
ます。
　最後になりますが、米沢法人会の益々のご発展と会員の
皆様方のご繁栄並びにご健勝をご祈念申し上げます。

　第29回法人会全国大会が10月11日㈭、国税庁の古谷一之長官をはじめ高橋はるみ北海道知事、蝦名

大也釧路市長ら多数の来賓を招き、釧路市民文化会館で開催され、約1,900人の会員が集い、当法人会

からも内藤会長、鈴木副会長、香坂副会長が参加した。

　大会では、片山善博元総務大臣の「地方の再生と日本の将来」と題して記念講演が行われた。

講演する片山元総務大臣

全法連 全国大会開催
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　新公益法人制度では、一般社団法人と公益社団法人とに規定されました。
　一般社団法人は、登記によって法人格が取得でき、事業内容にも制限がなく、加えて行政
庁が団体の行う業務や運営について監督することもない、まさに自主裁量の運営を可能にし
ています。
　一方の公益社団法人は、公益的事業比率が支出額の50％を確保しなければならない基準を
満たしていることや行政庁が団体の行う業務や運営についての審査・監督が行われ、高い公
益性と透明性が問われることになります。
　制度では、法人会のような公益法人は平成25年11月末までに、一般社団法人か公益社団法
人を選択のうえ、移行申請を山形県の認定委員会に行わなければなりません。
　この際、移行が認められなかった場合や移行申請を行わなかった場合は、移行期間満了の
日（平成25年11月30日）をもって解散したものとみなされます。
　法人会では、これまで検討と議論を重ね、高い社会的評価と信用が確保される公益社団法
人に認定されることによって、現在よりもさらに高次の社会的使命を果たし、これまでの戦
後60年余に果たしてきた誇るべき歴史をもとに新たに輝かしい歴史を刻んでいくとの合意が
なされました。
　したがって、全国各地の法人会ともに、公益社団法人の認定を受けるべく準備を進め鋭意
取り組んでおり、24年９月末時点では220余の法人会が申請を行い、150余が認定を受けてお
ります。

　公益社団法人に認定をされた場合には、①公益目的事業から生じた所得は非課税扱い、②
収益事業から公益目的事業実施のために支出した金額については損金算入、③公益社団法人
に対する法人や個人からの寄付についての寄付金の損金算入限度額がこれまでより拡大され
るなどの優遇が講じられています。

新公益法人制度とは

公益社団には税制優遇も

米沢法人会は25年４月の公益法人を目指します。
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　こうした優遇は、「民が担う公益増進」を国が一体となって後押しするといった姿勢に他
なりません。
　また、寄付金の損金算入額が拡大されるということは、寄付する法人や個人側からみれば、
これまでは一体的に「税金」という形で国に一括して納付してきたものが、納税者自身の判
断で「税金の一部」を公益団体に寄付して公益活動を企業や国民が支えるという仕組みになっ
たということでもあります。
　このように大きく転換した仕組みを前にする公益社団法人を目指す法人会も、寄付という
税金の一部を法人や個人から寄託される社会的重みを痛感しながら、寄託されるに値する団
体づくりをさらに創造していく重責を感じながら、運営にあたっております。
　国のこうした税制支援を行う公益団体に法人会が認定されることは、団体組織を構成する
会員企業にとっても、誇りと評価をもたらすものであると運営に携わる役員は強く意識して
おります。

　　公益社団法人の認定は、これからの活動におけるスタート点であり、目的ではありません。
　　税と企業経営、そして社会貢献事業に、会員企業の持つポテンシャルを結集しながら、
新たな歴史の１ぺージを綴っていくものです。
　　当然、「民が担う公共」として、企業のポテンシャルだけでなく、地域社会にあって輝
けるポテンシャルを持つ方々とも共同で築き上げていくことも、法人会の責務として捉え
ています。
　　このため、公益社団法人に移行するにあたって、企業の正会員の外に、新たに賛助会員
制度を法人会は設け、両翼を広げた活動を展開していくことにしています。
　　幸い、長年の事業活動に寄せる信頼、近年の地域に根差した社会貢献活動の浸透と評価、
さらにはビジネスパーソンのスキルアップを希求する一般からの期待もあり、賛同者も増
えてきており、公益社団法人への移行を契機に広く門戸を開放することが重要と考えます。
　　より活動の両翼を拡げ、社会的評価を高め、そして団体に参画する企業の誇りにさらな
る厚みを増していただけるよう、法人会は今、公益認定に全国各地の法人会が一丸となっ
て取り組んでいます。

賛助会員にも門戸を
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青年部会

青年部会・女性部会の活動

女性部会

○７月13日㈮、今年最初の移動セミナーを開催。
　世界に冠たる極細ニット糸の「佐藤繊維㈱」をはじ
めとし、市内企業を見学。
　昼食では山菜料理の「玉貴」で、参加者42名が舌鼓
と満足の一日でした。

移動セミナーin寒河江

○租税教室が始まりました。
　７月12日㈭、今年度最初の租税教室が南原小学校の
６年生を対象に始まりました。

○恒例となっている、須賀川法人会並びに長井法人会
の青年部会との交流会が９月28日㈮開催。
　須賀川市に於いて、ゴルフ＆ボウリングで、部会の
名誉や個人の腕前（？）を披露、夕方からの交流会も
盛会裡に終了しました。

租税教室の様子

ボウリング大会

ゴルフコンペ

佐藤繊維株式会社見学

玉貴での昼食会

㈲壽屋  寿香蔵での講話

㈱パラオレディー見学
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◎代 表 者 　代表取締役　鈴木　雄一

◎住　　所　 〒992-0039
米沢市門東町３丁目４番５号

◎Ｔ Ｅ Ｌ   0238-23-7007
　Ｆ Ａ Ｘ   0238-23-7008
　E-mail　sinko@khaki.plala.pr.jp

　戦後、殖産振興の精神
に則り創業昭和24年以来、

米沢市民にご愛顧頂き今年で63周年を向か
えました。これからも、“電気工事業は建設
サービス業”であるとの精神で社会へ貢献し
て参ります。電気工事に関して何なりとお尋
ね下さい。

会 員 企 業 の 紹 介会 員 企 業 の 紹 介会 員 企 業 の 紹 介

企業紹介企業紹介

◎代 表 者 　代表取締役　大浦　英祐

◎住　　所　 〒992-0332
山形県東置賜郡高畠町大字相森145番地の1

◎ＴＥＬ  0238-52-0204

　ＦＡＸ  0238-52-0538

　E-mail　info@o-ura.co.jp

大浦工業株式会社

一般家庭のロードヒーティングです

創業当時の写真です

株式会社 振 興 電 気

営業品目
　★一般電気工事　★高圧受変電設備工事
　★住宅用太陽光発電設備工事
　★電気融雪設備工事（ロードヒーティング・ルーフヒーター等）
　★テレビ共視聴設備工事（ＵＨＦ・ＢＳアンテナ含）
　★ＬＡＮ配線設備工事
　★ルームエアコン設備工事

　「誠実を本分として、地域社会に貢献し、自
己実現を追及する」を社是に掲げ、社員の能

力開発と、仕事やそれ以外での地域貢献活動を常に考えながら
「地元にめんごがられる会社」を目指し、従業員共々頑張っており
ます。住宅解体工事や外構工事等、お気軽にご用命ください。

企業紹介企業紹介 営業品目
　★公共土木工事
　★民間土木工事
　★外構工事
　★住宅解体工事
　★骨材販売



○ ㈳米沢法人会　女性部会　経営セミナー
　 ・日時／11月14日（水）10：30開始
　 ・場所／伝国の杜　２階　大会議室
　 ・講師／公認会計士　加藤　英樹氏
　 ・演題／「知っていたい、税金の最新情報」

○ ㈳米沢法人会　特別講演会
　 ・日時／11月26日（月）14：00開始
　 ・場所／グランドホクヨウ
　 ・講師／総務省自治財政局  地方債課長  杉本　達治氏
　 ・演題「地方から見た社会保障と税の一体改革」

○ ㈳米沢法人会　青年部会
　　　　税を考えるシンポジウム
　 ・日時／11月13日（火）18：15開始
　 ・場所／上杉城史苑
　 ・講師／米沢税務署長　白田　正広氏
　 ・演題／「国税査察制度のあらまし」

行事の
　ご案内
行事の
　ご案内
行事の
　ご案内

事 務 局

　 だ よ り

　平成24年９月分（10月納付分）から、都道府県毎の健康保険料率が変更になりました。
　また今回、介護保険料率が変更になりました。
　なお、健康保険料率は都道府県ごとになっていますので、ご留意下さい。 

かんたん！社会保険料算出ソフト
■法改正による社会保険料が簡単に計算できます！

年齢、給与月額、年間賞与を入力するだけ！
↓

１．健康保険料、介護保険料、厚生年金保険料が一発で計算！
２．各従業員に印刷して配布すれば、正しい知識の周知徹底が図れます。
３．経営者にとっては会社負担の1/2の金額を把握して、労務管理に活用できます。

■こんなことができます！

山形県版

※本ソフトは、過去の改正に対応して
　おります！
※利用できる方 
  企業や事務に携わる方ならどなたで
もご利用頂けます。

■利用方法 
  本ソフトは、２種類の利用方法があります。
　① 「開く」でＷｅｂ上で利用する。 
　②「保存」で、自分のパソコンで利用する。

どちらも下記アイコンをクリックして下さい。

社会保険料算出ソフト
利用する


